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プログラミング学習では，学習者課題を工夫する以外にも，学習者に合わせ，開発環境や言語を選

択することが重要である．本稿では，ビジュアルプログラミング言語から，テキストプログラミング

言語へどのような移行が望ましいかを検討した．テキスト型プログラミング言語への「足場かけ」と

して，Excelの論理関数を用いた条件式を学習内容に取り入れ，実践した結果，学習者にとって身近な

ツールを用いた学習内容は「足場かけ」として有効である可能性が示された．

１．はじめに 

新学習指導要領において，新科目「情報Ⅰ」で

必修化されるプログラミングでは，対象の役割や

働きを分析し，問題を切り分け，必要な手順など

を論理的に組み立てること，並びに，試行錯誤を

繰り返しながら不備な点を探して修正し，解決に

至る道筋を探ることなどを学習することになる． 

しかし，前述の対象の分析や仕組みの解明など

の学習方略は，生徒にとって馴染みが薄く，「難し

い」といった苦手意識を持つ者が多い． 

このような苦手意識等を解消するためには，課

題のレベルを明示し，生徒自身が選択できるよう

課題を用意することによって，本来の授業目標へ

至ること示唆されているが(1)，それ以外にも，学

習者の習熟度に合わせて，プログラミング学習の

開発環境や言語などを検討することも重要である． 

特に，プログラミング学習で使用する言語は，

我々の日常生活で使う言葉とは異なり，独特の考

え方や作法がある．学習者は文法的な誤りやタイ

プミスによるエラーが起きても，自分自身で間違

いに気づくことができず，デバッグ作業に大きな

負担を感じることが多い．そのため，学習の導入

段階では，デバッグ作業の負荷軽減のため，間違

いに気づきやすい「Scratch」のようなビジュアル

プログラミング言語（以下．「ビジュアル言語」と

す）を利用することは有効である(2)．しかし，プ

ログラムの構造体や複雑な処理を学習するなど，

学習者の学びを広げ，次の段階へ導くには，ビジ

ュアル言語から，プログラムを文字で記述するテ

キスト型プログラミング言語（以下，「テキスト型

言語」とす）へ移行していく必要がある．

そこで，学習者のレディネス等の調査を踏まえ，

プログラミングの初学者がビジュアル型言語から

テキスト型言語への移行するための学習内容を検

討した．

２．ビジュアル言語からテキスト型言語への移行 

2.1 「足場かけ」の必要性 

教育課程上 2 単位の学習時間数の中では，プ

ログラミングを扱う時間数は限られており，すべ

ての生徒がプログラミングを学習するのであれば，

プログラミングの技術を習得するよりも，論理的

な思考や創造力を育むことに注力しなければなら

ない．ところが，生徒にパソコンの知識や技術に

不安がある場合，プログラミングの技術の理解に

追われ，授業目標や活動の意味を理解せずに終わ

る可能性がある．

そのため，生徒がつまずかないように，ビジュ

アル言語を用いて学習し，次の段階としてテキス

ト言語を学ぶなど，学習のステップを細かく設定

していくことが必要である．

そして，学習者がプログラミングの有用性に気

づき，学習内容に価値を見出すためには，その学

習過程において，様々な「足場かけ(scaffolding)」

を教員が整えていくことが重要である (3)． 

2.2 授業内容の検討 

そこで，どのような「足場かけ」が必要である

かを検討するにあたり，生徒のプログラミングに

関するスキルや意識を調査した． 

教科情報の「社会と情報」履修者（高 1 女子：

42 名）にプログラミングの経験を質問したところ，

88.1％が「学習経験がない」と回答した．そのた

め，学習上の負担の軽減と，テキスト型言語を習

得する際の足場かけとして有用に機能されたこと

に鑑み(4)，本実践では，プログラミング学習の導

入としてビジュアル言語（Scratch）を利用するこ

とを第１の「足場かけ」とした． 

しかし，授業時の振り返りから，単純にオブジ

ェクトを動かす授業回では「面白かった」「理解で

きた」などのコメントが多かったが，分岐処理や

繰り返し処理，並列処理などを含む授業回では，

「少し複雑であまり理解できなかった」「上手くオ

ブジェクトが動かない」などプログラム構文の難
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しさを感じ，苦戦している様子が伺えた． 

プログラミングの学習者が，初期段階で難しい

といった印象を持つのは，プログラムの制御構造

の理解が十分でないことが関係しており，プログ

ラムの実行時の処理の流れを，プログラムを作成

する段階で正しくイメージできるようにすること

が必要である(4)． 

そこで，プログラムの制御構造の理解を促すた

め，第２の「足場かけ」を検討した．生徒の 54.8％

が，表計算での「関数」を使うことができると回

答していることから，生徒に馴染みのある表計算

ソフトウェア（Excel）の論理関数を利用すること

とした． 

論理関数である「IF 関数」を用いて論理式を作

成し，条件に応じて値を返すことを体験させる学

習内容を検討した．まず，ビジュアル言語を用い

て，プログラムの制御構造を説明し，実際にプロ

グラムを作成した後，図１のように，Excel のワ

ークシート上にテストの得点表を作成し，点数に

応じて，「合格」「不合格」を表示させる関数を考

えさせた． 

Excel で関数を入力する場合，構文に間違い等

があるとエラー表示されるため，自分で間違いを

見つけやすく，ほとんどの生徒が表を作成し，論

理式の確認をすることができた．余裕のあった生

徒は別の条件を検討したり，論理式を入れ子にし

て，複数の条件を設定するなど，学習を深めるこ

とができた． 

図 1 Excelの論理関数を扱ったプリント 

 

３．学習者へのアンケート調査結果 

プログラミング学習の授業後に，授業全般につ

いて尋ねたところ，「Excel を使ってプログラミン

グの考え方を学んだこと」については，78.6%が

肯定的（大変良かった，良かった）に回答してお

り，生徒にとって，身近なアプリケーションを用

いて，論理式を学習したことは，「足場かけ」とし

て有効に働いたといえる． 

授業時間の関係上，Excel VBA を使った実習に

は至らなかった．しかし，このような「足場かけ」

が有効である可能性が示されたことで，Excel の

セル参照機能を使って，定数変数の考え方を学ん

だ上で，同じプログラムを VBA で作成する，Excel

の論理式を用いた学習にバリエーションを持たせ

るなど，プログラミング学習を広げる可能性が期

待される． 

 

４．今後の課題 

テキスト言語への移行がスムーズに行われるこ

とにより，生徒のプログラミング学習が広がって

いくことは望ましいが，あくまでプログラミング

技術は問題解決の道具立てであることを理解させ

る必要がある．本学の大学部では，特色ある教育

課程を生かし，学生の立場から学内の学習環境の

改善を検討し，専門ゼミでのアプリ開発を行って

いる(5)．このような学内での問題解決は，プログ

ラミング技術と社会との関わりについて，生徒の

「足場かけ」となるであろう． 

様々な「足場かけ」を検討しながら，習熟度に

応じたプログラミング学習のカリキュラムの開発

を試みたい． 
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